
ITV 2020年 3月号　17ITV 2020年 3月号　16

和やかに懇談する大島春行氏（左）と中田信哉氏（右）

鼎　談

この先「物と人」の
移動はどう変わるのか
規制が自由競争の
妨げになっている日本

　本誌は令和への改元と合わせて昨年５月号から誌名を『ITV』に改題した。とくに
“ IT（インテリジェント・トランスポート）”と冠したのは、AIや IOTなど従来の技術を超
越した機能が各種移動体（V＝ビークル）に組み込まれることが予想されるからである。
環境問題を背景とするエネルギー転換、人知に代るAIや IOTの台頭で陸・海・空の
移動機関も今後大きく変わるに違いない。この先、物流や人流はどのように変わるの
か、関心は高いが明確な答えはない。今回は神奈川大学で長年にわたって教べんを
執られた中田信哉さんとＮＨＫで永く経済記者や解説委員をなさった大島春行さんにご
出席願って「ITVの課題と未来」を語り合って頂いた。

旨とも深く関係しています。そこ
で、本日は毎号独自のコラムを寄
稿頂いている大島春行様と中田信
哉様にご出席いただきました。よ
ろしくお願い致します。
■大　島　今日、私は二つのこと
をお話ししたいと思っています。
ひとつは今、世界で起きている商
流や物流の変化と日本で起きてい
ることが全く違うのではないか、
という事。つまり日本は社会主義
国よりももっと規制色が強い独特
な規制国家なので何もできない、
新しいものが出て来ない国になっ
ていること。
　ふたつ目は、いま世界のリー
ディングインダストリー（産業）
は、グーグル、アップル、アマゾ
ン、フェイスブックの 4 社です
が、最近ネットフリックスが加
わってきました。

●世界のリーディング
　インダストリーは壮絶な戦いに

■横　路　今年は新年早々から中
国で発生した新型コロナウイル
スが世界に蔓延して大問題になり

　一方で、中国にはバイドゥ、ア
リババ、テンセント、ファーウェ
イ（BATH）がある。要するに世界
はいまリーディングインダスト
リーをめぐって、マイクロソフト
を加えた 10 社くらいの壮絶な戦
いになっていること。だから物流
もこの 10 社の動向と無縁ではい
られない。
　情報は電波さえあれば何処へで
も内容を伝えることができる。し
かし、物流はそういう訳にはいか
ない。通信販売のアマゾンも最後
の業務は物流ですが、この規制の
厳しい日本であのビジネスをよく
やっているなと思う。
■横　路　壮絶な戦いはどうなっ
ちゃうのでしょうね。
■大　島　これまでは上手く棲み
分けていたけれども Netflix が出
てきて棲み分けが壊れ始めてい

ましたが、我々専門誌が注目して
いるのはトヨタ自動車が 1 月 18
日に発表した、実証都市「コネク
ティッド・シティ」の設置でした。
それで調べてみますと、このよう
な未来型モデル都市はすでに中国
は深センや杭州でスタートしてい

る。例えば、映画の分野ではアマ
ゾンよりネットフリックスの方が
人材が豊富なので、売れる作品を
世に出してくる。この二社が一緒
になる、あるいはグーグルがそれ
に加わって来るという形で棲み分
けから再編の時代に突入する可能
性がある。あの人たちは頭がいい
から無駄な競争はしないですから
ね。
■横　路　そうなると物流はどう
なるのでしょうね。
■大　島　私は規制緩和論者です
から、競争の原理で良い物が残
ればいいと思っている。日本のト
ラック運送業界は、一般企業に比
べて労働時間は 2 割も長いのに給
料は 2 割も低いそうです。ですか
ら、この先運送業界は恐ろしいく
らい労働力不足に陥ることが予想
されます。

るようです。この未来都市は 5G
（第 5 世代移動通信システム）や
IOT、AI（人工知能）を活用して、
持続可能な未来都市をモデルとし
てつくるというものですが、本誌
の ITV（インテリジェント・トラ
ンスポート・ビークル）の編集趣

出　席
中田信哉氏　　神奈川大学名誉教授
大島春行氏　　元NHK解説委員
司　会
横路美亀雄　本誌主幹



ITV 2020年 3月号　19ITV 2020年 3月号　18

大島春行氏　元NHK解説委員
1975 年慶應義塾大学商学部卒、NHK 入局。横浜放送局を経て経済部記者。経済部
では通産省、大蔵省、日銀、自動車、電機、エネルギーなどを担当。1989 年ワシントン
特派員、1995 年大阪放送局デスク、1997 年経済部デスク、2000 年ニューヨーク特
派員などを経て 2003 年から解説委員。 
経済記者時代は、三光汽船破綻、 日米貿易交渉、日米鉄鋼業界合併、日米構造協議な
どで数々のスクープを連発。デスクに転じてからは、NHK スペシャル、クローズアップ現代
など十数本の経済番組を手がける。 
2000 年以降では、N スペでは、「資本主義はどこへ行くか」、「IT 革命の衝撃」、NY 特派
員時代の「米国通信バブル崩壊の衝撃」、「アメリカ がおかしくなっている～エンロン事件の
深層」、「米国消費バブルの行方」、解説委員時代の「市町村は変わるか～構造改革特区」 
クロ現では、「グリーンスパン神話の崩壊」、「9.11 テロ・NYシリーズ」など多数。 解説委
員になってからは、N スペを制作しながら、夕方のラジオも担当。2003 年以降一貫して
米国経済の危うさを警告。（Wikipedia より） 
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1941 年、島根県生まれ。大手食品会社を経て、1969 年 ㈶流通経済研究所に入所。
1983 年より神奈川大学助教授、教授を経て現職。主な著書に『物流のしくみ』（日本実
業出版社）、『明日の宅配便市場』（成山堂書店）など。本誌には 40 余年に渡ってコラムを
寄稿。マーケティングの第一人者。
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　少し前のデータによると日本
は営業用トラックが 100 万台に
対して自家用トラックが 600 万
台あります。それなら自家用ト
ラックでウーバー（Uber）をやれ
ば良いですよね。日本ではタク
シーですら認められていません
けれども、欧米やアジアの一部
では物流の広い範囲でウーバー
が普及し始めています。

●国際競争力を上げる為には
　規制緩が必要

に世界と競争できるインフラを構
築していたら、もっと事情は違っ
ていたかも知れません。
■横　路　マーケティングの視点
ではいかがですか。
■中　田　最近、通信以外で元気
な業界はホームセンターとドラッ
グストアとコンビニです。この 3
つの特長は、永い歳月をかけてバ
ラ納品を確立したことです。これ
はロジスティクスの点では非効率
的です。バラ納品を実現するため
には、お店に届ける前に、どこか
で梱包・包装をバラして店別にま
とめる作業が必要になります。こ
の細かい作業を問屋や配送業者に
やらせているんです。
■横　路　小売店では、納品に来
た運転手が店の棚に陳列している
のを見掛けます。
■中　田　そうなんです。まとめ
て運ぶユニットロードとは逆で、
手間暇かかるサービスを配送業者
が担っている。お店としては安く
て良い物が顧客の身近にあること
が大切なのであって、店に商品が
届く手段はどうでもいい訳です。
アマゾンなどのような通販の物流
も同じようなところがあって、カ
ゴに入れた情報（お買い上げ）に基
づいて、いかに早く安く顧客に届
けるかが勝負であって、物流の方
法はどうでもいい。実は、過日ア
マゾンで本を 3 冊買いましたが、
届いた図書は 3 冊が 1 冊ずつ別々
に届けられてきました。ロジス
ティクスの視点ではパッケージ代
だけでも無駄です。私が買い上げ
た図書は保管してある場所か異
なっていたので、それぞれの場所
からパッケージして発送してい
る。この場合、私のところに 3 冊
まとめて届けようとすると、どこ

■横　路　色々示唆に富んだお
話、有難うございます。トラック
の規制が厳しいのは日本の場合、
橋やトンネルが多いという事です
が、最近はだいぶ規制緩和が進ん
でいるように思います。中田先生
は国土交通省などの委員を永く務
められましたので、そういう点に
精通しておられる訳ですが、物流
に係る日本の規制についてはどの
ようにお考えですか。
■中　田　その問題（規制）は、歴
史的にみると非常に難しい問題が
あって、例えば明治５年に東海道
線が出来ました。その時に外国の

かに一度集める作業が必要になっ
てくる。そういうアホなことをア
マゾンはしないですよね。
■横　路　バラバラでも早く届く
ほうが顧客は喜ぶ。
■中　田　日本は水道の蛇口を開
くと品質の良い水がいくらでも出
てきますよね。商流は欲しい物が
必要な時に必要な量だけ自動的に
届くのが理想ですから、小売業が
生き残るためには、そこに力を入
れて来るのではないかと…。
■横　路　そうなると益々出入り
業者に負担がかかってくることに
なります。最近、働き方改革が国
の方針で進められていますが、ラ
スト 1 マイルを担当している配達
作業員に聞くと「働く時間が減っ
て収入も大きく減少した。我々に
とってはいい迷惑だ。」と話してい
ました。働き方改革の発端は過労

アドバイスもあって鉄道の幅を狭
軌にしたんですね。その理由はコ
スト、お金でした。それで、日本
の鉄道はその後の新幹線を除いて
は、世界の標準よりも線路幅が狭
くなってしまった。鉄道はひとつ
の例ですが、インフラの基準その
ものが国際基準からはずれたもの
になっているんです。
■大　島　なるほど、鉄道の幅を
広げるのは、今の日本じゃ無理で
すね。
■横　路　トラックも同様の事情
があります。日本は地形の関係で
橋とかトンネルが非常に多い国で
すが、安全の関係で欧米に比べる
と耐荷重や対寸法は厳しく制限さ
れています。従って大量輸送や重
量品輸送がやり難い。
■大　島　そういう安全に係るも
のは厳しくても良いのですが、制
度については緩和した方がいい。
このままだと日本は生き残れない
国になってしまいます。
■横　路　最近は労働力問題も
あって、役所もだいぶ規制緩和の
方向に動いています。従来は民間
の事業者が共同でテスト運行した
ダブルストレーラーを 10 年間無
事故で走らせても認めなかったの
に、最近は輸送の効率化になるの
で認可しています。ただ、地方に
行くと旧態依然の橋やトンネルも
あるので、通行できないところも
あります。
■大　島　物流の基本になるイ
ンフラが規制せざるを得ない背
景があるところが問題ですね。
鉄道の幅にしても今となっては
やり直すことは難しい。戦後の
バブル期なら可能性があったか
も知れません。
■中　田　そうですね。あの時期

死した電通の女性のニュースだっ
たと思いますので、本来は労働者
を守るための法律だと思います
が、人手不足の時代ですから会社
にとっても良いことは何もない。
■中　田　この前、佐川急便がア
マゾンから撤退しましたが、通信
販売も最後は宅配ですから、ラス
ト 1 マイルはまだ課題が多いと思
います。
■大　島　AI は入れにくいので
しょうか。
■中　田　地方や末端の流通セン
ターは AI だのロボットだの IOT
だの採用するにはコストが掛かり
すぎるのではないですかね。

●トラックの運転席は物流の
　頭脳に当たる部分に

■横　路　AIや IOTなど 10年前
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には夢物語でしたが、最近は俄か
に身近な問題になってきました。
年末から正月にかけて挨拶まわり
をした際に、世の中が加速度的に
変化する時代を迎えているが、
どのように対応する考えか、と尋
ねてみましたが、ほとんどの経営
者が「先のことは分からない」と答
えています。この先は自動運転で
あったり、エネルギーの電気化で
あったり、少し見えている部分も
ありますが、予測がつきにくい時
代かな、と思います。その点どの
ように見ておられるのですか。
■中　田　私は、10 年サイクル
で見ると局部的には大きく変わる
けれども、全体的にはまだ変わら
ないのではないかと見ています。
物流の貨物流動をみると、域間の
輸送は全体の約10%に過ぎない。
残りの 90% は域内物流です。域
間についてはトラックの隊列走行
であったりモーダルシフトであっ
たり、実現性は高いように思いま
すが、域内についてはこの先 10
年では変わらないと思いますね。
■横　路　この先 10 年では変わ

化されるでしょうし、小売りも無
人店補になる可能性があります。
　こういう事を想定して未来のト
ラックを考えると、運転席には人
間に代わってロボットが座ってい
るかも知れないし、トラック自身
に自動オペレーション機能が備わ
るかも知れません。
■中　田　将来はそういう事にな
るのでしょうね。ただ、これま
でのトラック運転者はホワイトカ
ラーとは反対の人たちが集まる職
種でした。昔はトラックの運転者
は技術力のあるエンジニアでした
が、今では特別な技術がなくても
運転できるように車両が良くなり
ました。だから逆にお給料も安い
んです。
■大　島　なるほど。トラック運送に
はそういう事情もあるんですね。
■横　路　私もこれまで、トラッ
クの助手席に乗せてもらって同乗
取材する機会が何度もありました
が、この世界は孤独が好きな人が

らない ?
■大　島　電力を例
にとりますとね、大容
量の幹線はお金のあ
る大企業がやればい
いけれども、最後、
消費者に届けるところ
は、細分化して難しく
なる。そこのところはベ
ンチャーが知恵を出し
て良いシステムで競争
すればいい。物流も幹
線はやり易いけれども
難しいのはラスト1マイ
ルですよね。
■横　路　当社のあ

る銀座を例にとりますと、車両は
駐停車が出来ないので、業者がそ
れぞれ小さなデポ（集荷・配達）を
設けて、そこから台車やリヤカー
で集配しています。この部分を改
革しようとすると、それぞれの業
者が設けているデポを共同でひと
つにまとめ、細分化したエリアの
担当者を決めて、業者に関係なく
まとめて取り扱う。こうすれば合
理化、効率化にはなります。ただ、
現在はそれぞれの配達員が荷物獲
得の営業も兼ねているので、難し
いかも知れません。
■中　田　別の視点で見てみると
EC 関係（通販）で発生する配達の
金額は約 2 兆円です。トラック輸
送全体は約 16 兆円ですから、す
でに 10% を超えているんです。
このままだと末端の配送はその倍
の４兆円に達する可能性がありま
す。こうなるとラスト１マイルも
変わらざるを得なくなります。
■横　路　商品をネットで買うの
は便利ですよね。私も図書を買う
場合、本屋さんで立ち読みして、
欲しい本はメモしておいて通販で

多い。最近のトラックはほとんど
ワンマン運行ですから、文字通り
運転室では”車長”なんです。カー
ナビもあるので、運転にほとんど
頭脳を使わなくていいし、必要が
あれば携帯で外部とコミュニケー
ションも取れます。ただ最近はド
ライブレコーダーが搭載されてい
るので、昔のような訳にはいかな
いかも知れません。
■中　田　トラック運送は物流へ
の貢献が大きい業界ですが、業界
をリードしているのは、ある程度
知名度のある大手さんで、大多数
を占める零細業者は、国やトラッ
ク協会の方針の中に存在している
ので、元請けへの主張は通りにく
い業界です。

●トラック版ウーバーは
　出来ない?

■横　路　トラックドライバーを
対象にした労働組合もあります

注文しますが、翌日には届くので
重い本をカバンに入れて持ち運ぶ
必要もない。だから書店さんは大
変だと思います。
■中　田　ファッション系もそう
です。試着まではお店だけれど
も、購入するのはポイントもある
のでネット通販で、なんてやって
います。
■大　島　AI とか IOT とか 5G
とか、これからは先端技術が物流
にも取り入れられて、自動倉庫と
か配送・配達も高度化されてくる
と思いますが、その時に荷主や
運送会社、配送センターのコン
ピューター、そして運転手さんの
携帯も上手く繋がったとしても、
今のカーナビはどうにも頭が悪い
ように思う。本来、物流の頭脳に
当たる部分は高額を投じてもト
ラックの運転室に設けるべきで
す。僕は素人ながらこのカーナビ
がバカだから物流を効率化できな
いのではないかとさえ思っている
んです。
■中　田　それは正しいかも知れ
ない。待ち時間が問題になってい
た国際コンテナは、到着情報を事
前に配信して待ち時間なしで引き
取れるようにしています。そのシ
ステムは配送の末端でも出来てく
るように思います。
■横　路　先般、テレビで特集し
ていましたが、ビッグデーターな
どあらゆる情報を駆使すれば、エ
ネルギーや交通、物流の最適化が
実現する。AI を活用すれば交通
混雑も予測できる。その中のシス
テムとして自動運転や無人倉庫な
どで物流が構築される。トヨタ
が発表した「コネクティッド・シ
ティ」はその実験の為の未来都市
ですが、恐らく世界の貨幣は電子

が、活動は昔ほど活発じゃないで
すね。
■中　田　ドライバーもさること
ながら、大多数の業者は下請けの
階層構造ですから、上に対しては
発言力がないに等しいですね。
■横　路　トラック運送事業者は
全国に約 6 万 3000 事業者ありま
すが、大手はほんの一握りです。
■中　田　先ほど、トラック運送
は16兆円の市場と申しましたが、
この内の２兆円は日本通運で、ヤ
マトが 1 兆 5000 億円、佐川が 1
兆円といった具合に引き算すると
大多数を占める中小零細には殆ど
残らない。大半は下請けでメシを
食っている形ですから、事業者数
だけでは語れない話もあります。
■大　島　小さな会社は社長さん
も運転していますからね。運送業
界が下請け構造になっているのだ
と、中小零細が組合をつくって、
その組合が直接運送を請け負うよ
うにすればどうですかね。つまり
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 トヨタが未来都市のモデルでイメージする車両 車両のデザインも斬新
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トラックのウーバー（Uber）版で
すね。
■中　田　条件が合えばそれも面
白いかも知れない。（笑）
■横　路　ウーバーはタクシー代
わりですが、アメリカで大ヒット
しています。でもトラックは免許
制度ですから白トラでは難しいで
すよね。
■中　田　これは商流の仕組みを
変える必要がある話ですが、運ぶ
荷物を一旦ウーバートラックが買
い上げて、届け先に売却する、と
いうのはこれまで一部の白トラが
やっていました。
■横　路　最近は少なくなった
ようですが、ダンプトラックは
そうやって稼ぐ運転手が沢山い
ました。
■中　田　こういうトラック業界
がAIだの IOTだの、5Gで自動運
転などと言ってるのですが、将来
どうなっちゃうのでしょうかね。
■横　路　そのどうなるのか、と
いうところが見えにくい訳です
ね。未来都市構想などを見ると、
タクシーも含めてドライバーとい
う職業はなくなるみたいですが、
それはちょっと違うんじゃないか
と…。少なくとも末端のところは
人と人のコミュニケーションがな

応出来ないなんて事になっていま
す。それにしてもあの時代にどう
して物流だけは自分でやらなかっ
たのかな、と思う訳です。
■横　路　その当時、私も企業物
流を徹底取材していて、数年間
で数百人の物流担当者にお会いし
たと思います。その時に、どうし
て運送を自家用トラックでやらな
いのかと尋ねましたが、多くの方
が「餅は餅屋」という言葉を口にし
ていました。当時から運送は安全
がうるさく指導されていたので、
自家用車で事故を起こすとマスコ
ミに叩かれてイメージダウンにな
る。要はコストの問題なので、山
ほどある運送会社に声をかけれ
ば、幾らでも安く運んでくれる運
送会社は集まってくる。自家用車
だと社員に運ばせるので、運送会
社に委託するより高くつくという
事でした。
■大　島　なるほど、他に運送
業界特有の問題はなかったので
すか。
■横　路　これは全体からみれば
一部かもしれませんが、そういう
人たちを上手く束ねていた組織が
関与していた事は確かです。
■中　田　トラック運送はドライ
バーひとり一人の管理もあります

いと成立しないように思います。
■中　田　僕は新システムには
ハードウエアとソフトウエアとア
プリウエアが必要だと思っていま
す。アプリはアプリケーションで
社会的適合の技術です。アプリウ
エアではインフラを含めた制度
的、経済的、住民受容性のための
技術・方法の開発です。いつも先
にハードとソフトが勝手に開発さ
れ、それから少しづつ社会適合を
しようとするが、もっと早く社会
的適合のための研究と実現が図ら
れるべきです。物流で言うなら多
くの部分を占める末端物流の実態
を調べて、研究すべきでしょう。
域間物流はわかりやすいし、手を
つけやすいからそこからはじまっ
てしまう。
■大　島　5G で通信が高度化す
るとそういうことになる可能性が
高くなるのだけれども、先ほど
おっしゃいました下請け構造の中
小零細企業で働いておられる経営
者やトラックドライバーさんに
よってこの日本は支えられてい
るんですよね。3.11 の東日本大震
災が発生した時も、緊急輸送物資
や国民が提供した支援物資を現地
に届けたのは、そういう人たちだ
し、燃料が底をついて車が動けな

から、メーカーの社員ではコント
ロールが難しかったと思いますね。
■横　路　日本に三協というオル
ゴールのメーカーがありますが、
当時は長野に工場があって、首都
圏との間をトレーラシステムで展
開していました。この会社は100%
自家用車で運んでいましたね。
■中　田　アメリカでもジェネラ
ルフーズなんかは工場から流通セ
ンターまで自家用車で運んでいた
と思います。

●人間がAIにコントロール
　される時代は来るのか

■横　路　先端技術を駆使した未
来都市は、夢があるのかどうか
まだ分かりませんが、これからは
AI が大きな役割を果たすように
思います。
■中　田　私の仲間が先頃中国杭
州のモデル都市を見学して来たの
ですが、末端の宅配のところは旧
態依然で何も変わっていない、と
話していました。だから、情報で
コントロールできる部分は変わる
けれども、末端はそんなに変わら
ないんじゃないかと思います。
■大　島　実は、8 年ほど前にな
りますが、ラジオ番組で「AI の時

くなった時に、首都圏のタンク
ローリを集めて被災地に運んだの
もその人たちですからね。
■中　田　そうですね。世の中が
どんなに変化しても、人によって
支えられていることを忘れてはい
けません。
■横　路　何かに書いてありまし
たが、あと 10 年後には今ある職
業の 49% は消えてなくなるとか
…。自動車が完全に自動運転にな
るとしたなら、タクシーもトラッ
クもドライバー必要なくなる。ホ
ントにそういう時代になるので
しょうか。
■中　田　我々がいなくなった後
にはそういう事になるかも知れま
せんね。（笑）ただ、それは経済効
率の関係ですから、トラックはロ
ジスティクスの立場で考えれば良
いことだと思います。
■横　路　なるほど。経済活動の
始まりは物々交換ですが、その基
本は今も変わらない。だから中国
とアメリカが貿易の不均衡で揉め
ている。ただ物を届ける方法は時
代の変化とともに変わってきまし
た。トラックが無人化になり、情
報で自由にコントロールできるよ
うになれば、メーカーは全ての車
両を自家用にして、自分で荷物を
届ける仕組みを作り上げるかも知
れません。
■大　島　日本は 1980 年代にモ
ノづくりで世界ナンバー 1 にな
りました。ただ、それは５年間ほ
どに過ぎなかった。その時はロジ
スティクス以外の分野で生産シス
テムの最適化を徹底的に求めまし
た。ただ、適正化モデルを自前で
作ろうとしたために製品ごとに部
品や素材を変える必要のある今の
時代には足かせになって変化に対

代は来るのか」という番組を作っ
たのですが、その時は両方の意見
が出ていて、私などは懐疑派の方
でした。ところが今、私のパソコ
ンには私が関心を寄せている製品
の広告がどんどん入ってくる。こ
れは、私がどういうキーワードで
検索したかを探知して、そのキー
ワードに合う製品の広告を集中的
に送ってくる訳です。これは AI
のアルゴリズムという機能ですよ
ね。この機能の進化たるやおそる
べし、凄いものだと思わざるを得
ない訳です。
■中　田　大量の情報を取り入
れて高速で分析すれば正解率の高
い答えが出るのは当然ですから、
知能より知識と計算の点では人
間は AI に勝てません。ただ、囲
碁だってそうだと思うのですが、
人間が打っているから面白いので
あって、AIロボットが碁盤に向き
合ってゲームをしていても面白く
ない。野球だって、AIを組み込ん
だ人形ロボットが出来る時代がく
るかも知れないけど、それを好ん
で観に行く客は恐らく居ないと思
う。つまり、人と人の触れ合いの
ようなところはAIでは無理なのだ
と思います。eスポーツというのも
ありますね。人間は虚構で進化し、
虚構で滅ぶといいますから…。
■横　路　なるほど。AI が出来
ることと出来ないこと、人間じゃ
ないと出来ないことを分析してビ
ジネスモデルを構築すれば、新し
い人間社会を創造できるかも知れ
ませんね。少し哲学的な要素も含
めて、人間とは何かという事を改
めて考える時代を迎えているのか
も知れません。
　ご両者ともご多忙のところ有難
うございました。


